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１．調査概要 

豊浦町住生活基本計画の策定にあたり、豊浦町民の住宅に関する意識や意向などを把握する

ため、住宅アンケート調査を実施しました。 

 調査の目的、内容、方法等は以下の通りです。 

 

（１）調査の目的 

 住宅アンケート調査は、豊浦町住生活基本計画策定のための基礎調査として、町民の居住意

識や意向などの把握を目的として実施します。 

 

（２）調査内容 

設問項目の設定については、国土交通省が「住生活基本計画（全国計画）を」策定する際に

も基礎資料として活用している「住生活総合調査（5 年ごとに実施）」の項目を参考としていま

す。（設定項目を国の調査と同様にしていることから、結果の比較によって豊浦町の特性を知

ることも可能となります。） 

■ 設問項目と調査目的 

 [１] 住環境評価     ― 住宅および居住環境についての住民評価の把握 

 [２] 居住動向      ― 近年の居住状況の変化（動向）の把握 

 [３] 住まいの将来計画  ― 町民の住宅改修、取得、移転などについての計画の把握 

 [４] 住宅施策要望    ― 豊浦町が今後重点的に実施する必要があると思われる 

施策展開等に関連する、住民の意見の把握  

 [５] 回答者の世帯属性  ― 世帯の属性の把握、18 歳未満の子どものいる世帯、65 歳

以上の高齢者のいる世帯 

 

（３）調査方法、期間 

 

○調査対象 

豊浦町内の住宅に住む全世帯を対象 

○調査方法 

・配付：郵送による配付 

 ・回収：郵送及び役場建設課への持参による回収 

○調査期間 

 ・配付：令和 2年 7月 22日 

 ・回収：令和 2年 8月 15日 

 

（４）集計概要 

 ① 配付・回収概要 

配付数は 1,958票に対し、調査票の回収は 565票となり、回収率は 28.9％となっています。

（そのうち有効回答は 561票_白紙回答 4票） 

■配付回収結果 

・配付数：1,958 世帯 

・回収数： 565 世帯（回収率： 28.9％）  
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■住宅に住む世帯の概要 

集計区分 サンプル数 H27 国勢調査 

世帯割合 全体集計 561※1 

住宅の 

所有関係別 

  主世帯 554 (100.0%）  

 持ち家 361   ( 65.2%)※2 56.8% 

公営借家 141   ( 25.5%)※2 31.4% 

民営借家  17   (  3.1%)※2  4.9% 

社宅・寮  26   (  4.7%)※2  7.0% 

不明   9   (  1.6%)※2  

子育て世帯 18 歳未満の子どものいる世帯  91 ( 17.6%) 15.3% 

高齢者世帯 65 歳以上高齢者のいる世帯 254 ( 48.3%) 45.7% 

介護世帯 介護認定者のいる世帯  69 ( 12.9%) - 

 

② アンケートの特徴 

イ）住宅所有関係別 
・持ち家 6.5割、公営借家 3割、社宅・寮 0.5割、民営借家 17世帯となっています。平

成 27 年度の国勢調査の所有関係別世帯割合と比較すると、持ち家が高く、公営借家、

民営借家、社宅・寮の世帯比率が低いサンプルとなっています。 

ロ）世帯人員別 
・サンプルによる世帯人員率は、1人世帯 46.7%（43.3%※3）、2人世帯 29.9%（31.7%※3）、

3 人世帯 12.4%（12.2%※3）、4 人以上世帯 10.9%（12.8%※3）となっており、H27 年国勢

調査とおおむね同程度の世帯人員の比率となっています。 

ハ）世帯特性別 
・子育て世帯(18 歳未満の子どものいる世帯）は 91 世帯・17.6％（H27 年国勢調査では

15.3％）で、町全体よりやや高い回答率となっています。 

・子育て世帯の居住状況は 46.7%が持ち家、公営住宅が 34.4%、社宅・寮が 10.0%、民営

借家が 7.8%となっています。 

・高齢者世帯は 254 世帯・48.3％（H27国勢調査では 45.7%）で、高齢者世帯割合は町全

体とほぼ同じ回答率となっています。 

・高齢者世帯の住宅所有は全体の 83.0%が持ち家、公営借家 13.8%となっています。 

・世帯主年齢が 30歳未満の若年世帯も 19世帯回答しており、内 10世帯は公営住宅に居

住しています。 

・介護認定者のいる世帯は 69世帯・12.9%あり、内 55世帯・79.7%が持ち家、9世帯・13%

が公営住宅に居住している。 
 
 
 

 
※1：集計にあたっては、より多くの町民の意見を把握するため、調査票の全ての設問に回答していなくても、 

意識や意向が把握できるものについては集計の対象としています。従って、設問毎の回答者全体数が、 

異なることも生じていますが、町民意見の傾向を読みとることに支障はないものと判断しています。 

※2：主世帯 554 世帯に対する割合を示しています。 

※3：H27 年国勢調査による世帯人員率 

■集計結果の表記について 

 集計結果は、横棒グラフ若しくは円グラフ表現と、回答比率で表記しています。複数回答設問については、各集計

区分母数を 100とし、それに対する回答項目別割合を棒グラフで表記しています。また、全国調査である「住生活

総合調査」との対比が可能な場合は、参考として当該調査の結果を記載しています。 
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２．調査結果と対応課題 

（１）評価の把握     ― 住宅および居住環境についての住民評価の把握 

イ）住宅への愛着(問 1) 
・全体では住宅への愛着は全体で 9 割近くと高いものの、全体平均より高いのは持ち家世

帯だけで、その他はいずれも全体平均を下回っている。 

ロ）住宅に対する評価_満足度(問 2-1) 

・愛着は 9割近くと高いものの、満足度は 7割程度に止まっている。 

＜不満要素＞ 

・①：庭の手入れや雪対策 

・②：地震など災害時の安全性 

・③以降：インターネット環境、住宅の断熱性や気密性など、雪対策・防災・施設整備全面

に関する不満要素が上位 

ハ）住宅の個別要素に対して重要と思うもの(問 2-2) 

・①：地震など災害時の安全性 

・②：住宅の断熱性・気密性 

・③以降：台所、トイレ、浴室等水回りの使いやすさ・広さ、高齢者などへの配慮、暖房や

給湯設備等の省エネルギー、庭の手入れや雪対策と続き、安全・快適な暮らしに関する声

が多くなっています。 

二）現在居住地(問 3)  
・町全体の世帯割合とほぼ同じ構成となっており、最も多い本町地区が 69.6％、次に大岸

地区 11.2％、礼文華地区 8.9％と海岸部の 3つの地区で全体の 9割程度を占めています。 

ホ）居住環境に対する評価_満足度(問 4) 

・居住環境に「満足（24.4％）」、「まあ満足（46.7％）」と回答した世帯はあわせて 71.1％

で、全国調査とほぼ同じ結果となっています［全国調査：71.5％］。 

＜所有関係別＞ 

・回答者全体より満足度が高いのは持ち家（74.5％）、公営住宅（71.5%）の居住世帯となっ

ています。 

へ）居住環境の個別要素に対する不満(問 4-1) 

・①：日常の買い物等の利便性 

・②：子どもの遊び場、公園など 

・③：以降、通勤、通学などの利便性や医療、福祉、介護などの生活支援サービスの状況、

に関する不満が見られます。 

ホ)居住環境に関して重要と思うもの(問 4-2) 

・①：日常の買い物等の利便性 

・②：前面道路の除排雪の状況 

・③：以降、災害時の避難のしやすさ、敷地及びまわりの道路の安全性、医療、福祉、介護

などの生活支援サービスの状況と続きます。生活利便性の確保、防災、高齢者生活の

支援等を重要視している状況が伺われます。 

 

 

  

［対応課題］ 

○高齢者支援、防災、医療・福祉など生活サービスの向上 

○日常の買い物などの生活利便性を高めるまちづくりや生活支援サービスの提供 

○前面道路の除排雪や防災など、一年を通じて安全で安心な住環境の整備 



4 

（２）動向の把握     ― 近年の居住状況の変化（動向）の把握(問 5) 

・全体→約 3.5割の世帯で最近 5年以内に何らかの変化があった 

・具体的な変化→住み替え 91世帯(17.4％)、リフォーム 84世帯(16.1％)、建て替え 7世

帯(1.3％) 

イ)住み替えた理由(問 5-1_複数回答) 

・住み替えた理由で最も多いのは「就職、転職、転勤に対応（38.7％）」で、次に「子育て・

教育の環境を整える（14.0％）」、「通勤、通学などの利便性の向上（10.8％）」 

ロ)住み替えの形式(問 5-2) 

・「住み替えた」と回答した世帯の住み替えの内容は、「借家→借家」が 53.5%で最も多く、

「借家→持ち家（24.4%）」、「持ち家→借家（12.8%）」、「持ち家→持ち家（9.3%）」 

・住み替え世帯（91 世帯）の内の 3割強が持ち家へ、7割弱が借家への住み替え 

ハ)住み替えた住まいの取得方法(問 5-3) 

・「持ち家」へと住み替えた 29世帯のうち、「新築住宅」が 11件(39.3%)、中古住宅が 8件

(28.6%)と、中古住宅が住宅取得の手段として機能していることがうかがわれます。 

ニ)リフォームの目的(問 5-4_複数回答) 

・「リフォームした」と回答した 84世帯の目的は、「省エネルギー性能の向上」「住宅の傷

みをなおす、きれいにする」が多くなっています。 

 

 

 

 

 
 
 

（３）将来計画の把握   ― 住宅改修、取得、移転などについての計画の把握(問 6) 

・全体→7割が考えていないと回答 

・将来的には考えている:約 2.5割、具体的に考えている:約 0.5割 

イ)具体的に考えていること(問 6-1_複数回答) 

・具体的な予定→・傷んだ箇所の改修、広くする増築：42.9% 

・中古住宅を購入する人ホームに住む：12.2% 

・土地を購入して家を新築する：11.6% 

・公営住宅に住む：8.2% 

 

 

 

 

 
  

［対応課題］ 

○住宅の質の向上、広さの確保等に向けたリフォームを促進する取組み 

○持ち家取得の手段のひとつとしての、中古住宅流通を促進する取組み 

○維持困難となった持ち家の利活用を可能とする取組み 

 

［対応課題］ 

○子育て世帯が安心して豊浦に住み続けることを可能にする住宅施策の検討 

○単身世帯、高齢者世帯等、世帯特性に応じた住宅ニーズの把握と細やかな対応 

○空き家(中古住宅)、空いている公営住宅の効果的な活用 
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（４）住宅施策要望の把握  

         ― 豊浦町が今後重点的に実施する必要のある施策展開等に関連する、

住民の意見の把握(問 7_複数回答) 

最も高い要望は 

 

・①快適で暮らしやすい住環境づくり（53.5％） 

・②空き家、空き地の有効活用や適切な維持管理(46.3%） 

・③高齢者向け住宅の整備、改修の支援（41.1%） 

・④安全安心で良質な住宅づくり（25.9%） 

・⑤公営住宅の適切な供給や計画的な維持管理（25.7%） 

 

 

 

 

 

 

  

［対応課題］ 

○高齢期における自立した暮らしを持続するための支援 

○豊浦での高齢期を安心して過ごすための住宅施策の検討 

○安心して子育てのできる改修や住宅取得への支援 

○空き家、空き地、空き公営住宅の利活用に向けた情報提供、活用支援の検討 
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３．アンケート調査の結果   

（１）評価の把握 

 

問１．住宅への愛着 

［全体］ 

・「愛着がある」が 52.4％、「どちらかといえば愛着がある」が 33.2％、全体の 9割近い（85.6％）

世帯が、愛着があると評価しています。 

［所有関係別］ 

・愛着度（「愛着がある」と、「どちらかといえばある」の合計）を住宅所有関係別で比較する

と、回答者全体より、愛着度が高いのは、持ち家世帯だけで、その他の住宅ではいずれも全

体平均より愛着度は低くなっています。 

・持ち家では愛着が強く、愛着がある（66.7％）、どちらかといえばある（27.7％）あわせて

94.4％の世帯が「愛着がある」と回答しています。 
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問２．住宅に対する評価 

［全体］ 

・「満足（31.5％）」「まあ満足（37.7％）」と回答した世帯はあわせて約 7 割となっています。 

・全国調査との比較では「まあ満足」と回答した世帯比率は豊浦町の方が高いものの、「満足」

と回答した世帯比率が低く、全体としての満足度は全国調査の結果（76.3％）より低くなっ

ています。 

［所有関係別］ 

・全体より満足度が高いのは持ち家世帯だけで、その他の住宅では満足度が低くなっています。 

［世帯特性別］ 

・子育て世帯の満足度は 6割程度と低く、高齢者世帯は 8割近くが満足と回答しており、不満

度は低い傾向にあります。 
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問２－１．住宅の個別要素に対する不満率 

［全体］ 

・不満率（「非常に不満」と「多少不満」の合計）をみると、「⑩庭の手入れや雪対策（52.5％）」

が最も多く北国らしい結果となっています。次に「②地震など災害時の安全性（42.3％）」、

「⑪インターネット等の通信環境（41.4％）」、「住宅の断熱性や気密性（39.9%）」と続きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２－２．住宅の個別要素に対して重要と思うもの 

［全体］ 

・「②地震など災害時の安全性（55.9%）」と防災に関する要素が最も高くなっています。次に

「⑥住宅の断熱性・気密性（45.8%）」、「④台所、トイレ、浴室等、水回りの使いやすさ、広

さ（44.6%）」、さらに「①高齢者などへの配慮（38.2%）」や「⑨暖房や給湯設備等の省エネル

ギー（37.3%）」、「⑩庭の手入れや雪対策（35.4%）」と続き、安全・安心な暮らしや快適な冬

期生活についての声が多くなっています。 
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問３．現在居住地 

・町全体の世帯割合とほぼ同じ構成となって

おり、最も多い本町地区が 69.6％、次に大

岸地区 11.2％、礼文華地区 8.9％と海岸部

の 3 つの地区で全体の 9 割程度を占めてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

問４．居住環境（住まいのまわりの環境）に対する評価 

［全体］ 

・居住環境に「満足（24.4％）」、「まあ満足（46.7％）」と回答した世帯はあわせて 71.1％で、

全国調査よりわずかに低い結果となっています［全国調査：71.5％］。 

［所有関係別］ 

・回答者全体より満足度が高いのは持ち家（74.5％）、公営住宅（71.5）となっています。 
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問４－１．居住環境の個別要素に対する不満率 

［全体］ 

・居住環境の各要素に対する不満率（「非常に不満」と「多少不満」の合計）をみると、「④日

常の買い物等の利便性（77.9％）」が「②子どもの遊び場、公園など（49.7%）」を引き離して

最も多い回答となっています。次に「⑦通勤、通学などの利便性（44.2%）」、「⑤医療、福祉、

介護などの生活支援サービスの状況（41.21%）」、「③災害時の避難のしやすさ（40.9%）」に対

する不満が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４－２．居住環境に関して重要と思うもの 

［全体］ 

・最も高いのが「④日常の買い物等の利便性（58.6％）」次に「⑩前面道路の除排雪の状況

（57.5％）」、「③災害時の避難のしやすさ（49.0）」「①敷地及びまわりの道路の安全性（48.8%）」

「⑤医療、福祉、介護などの生活支援サービスの状況（47.4%）」と続きます。生活利便性の

確保、防災、高齢者生活の支援等を重要視している状況が伺われます。 
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（２）動向の把握 

 

問５．居住状況の変化について 

・近年５年間に変化のあった世帯は 182世帯(34.8％)です。 

・変化の内容としては、住み替え：91 世帯(17.4％)、リフォーム：84 世帯(16.1％)、建て替

え：7世帯(1.3％)です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５－１．住み替えた理由について 

・住み替えた理由で最も多いのは「就職、転職、転勤に対応（38.7％）」で、次に「子育て・教

育の環境を整える（14.0％）」、「通勤、通学などの利便性の向上（10.8％）」、となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５－２．住み替えの形式について 

・「住み替えた」と回答した世帯の住み替えの内容は、「借家→借家」が 53.5%で最も多く、「借

家→持ち家（24.4%）」、「持ち家→借家（12.8%）」、「持ち家→持ち家（9.3%）」、となっており、

住み替え世帯（91 世帯）の内の 3割強が持ち家へ、7割弱が借家への住み替えとなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５－１ 

問５－２へ 問５－４へ 問６へ 

問５－３へ 

［回答対象世帯：91 世帯］ 

［回答対象世帯：91 世帯］ 
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問５－３．住み替えた住まいの取得方法について 

・「持ち家」へ住み替えた 29 世帯のうち、「新築住宅」が 11 件（39.3%）、「中古住宅」が 8 件

（28.6%）と、中古住宅が住宅取得の手段として機能していることがうかがわれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５－４．リフォームの目的について 

・「リフォームした」と回答した 84 世帯のリフォームの目的は「⑤省エネルギー性能の向上

（92.6%）」が最も多く 9割を超え、「①住宅のいたみをなおす、きれいにする（76.5%）」が多

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

［回答対象世帯：29 世帯］ 

［回答対象世帯：84 世帯］ 
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（３）将来計画の把握 

問６．今後の住まいの計画について 

［全体］ 

・今後の居住変化の予定については「考えていない」と回答した世帯が最も多く 381 世帯・

71.2％、次に多かったのが「将来的には考えている」が 127世帯(23.7％）で、「具体的に考

えている」と回答したのは最も少なく 27世帯(5.0％)です。 

・全体の 3割弱の世帯が住宅に関して将来何らかの予定があるとしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６－１．今後考えていること 

・具体的な計画の内容は「傷んだ箇所の改修、広くする増築（42.9%）」が最も多く 4割を超え

ています。次は「中古住宅を購入する（12.2%）」、「土地を購入して新築する（11.6%）」が１

割強となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問６－１へ 

［回答対象世帯：154 世帯］ 
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（４）住宅施策要望の把握 

 

問７．今後の豊浦町にとって、住宅に関して充実すべき事項 

［全体］ 

・最も高い要望は「⑧快適で暮らしやすい住環境づくり（53.5％）」、次いで「⑦空き家、空き

地の有効活用や適切な維持管理（46.3%）」、「③高齢者向け住宅の整備、改修の支援（41.1%）」

となっています。最も低い要望は「⑤民間活力を導入した住宅施策の展開（13.4％）」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［世帯特性別］ 

・子育て世帯では、「⑦空き家、空き地の有効活用や適切な維持管理（49.5%）」、「⑧快適で暮ら

しやすい住環境づくり（42.9％）」となっています。 

・高齢者世帯では、「⑧快適で暮らしやすい住環境づくり（52.0％）」、「③高齢者向け住宅の整

備、改修の支援（45.7%）」、「⑦空き家、空き地の有効活用や適切な維持管理（40.9%）」につ

いて、高い関心がもたれています。 
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（５）回答世帯属性の把握 

 

問８．現在の住宅について 

・全体構成は町全体と同様ですが、持ち家世帯、公営借家世帯割合が高く、民営借家、社宅・

寮少ないサンプルとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９．現在住宅での居住年数について 

・現在住宅での居住年数は、全体の半数近くが 20年以上と回答しています。持ち家世帯の 6割

以上がが 20 年以上と回答していますが、その他借家は 5 年未満が最も多くなっています。

公営借家では 5年未満が最も多い他、居住年数にばらつきがあり、適度なサイクルで住み替

えが行われていることがうかがわれます。民営借家、社宅・寮は短いサイクルで住み替えが

行われています。 
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問 10．現在の場所以前の居住地について 

・従前居住地は、全体の約 4割が「豊浦町内の別の場所」と回答、「昔から今の場所」は約 2.5

割、町外からは約 3.5 割あります。 

・住宅別では、持ち家では昔から今の場所と、町内の別の場所が各々約 3.5割ずつです。公営

借家・民営借家は 5割以上が町外と回答しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 11．今後（5年程度以内）の町外への転出予定について 

・町外への転出予定は、全体の約 9割近くが「転出の予定はない」と回答しています。 

・持ち家世帯が 95.3%、民間借家世帯が 94.1%と高くなっており、社宅・寮の居住者は 61.5%と

低くなっています。 

・子育て世帯、65 歳高齢者のいる世帯とも約 9 割が「転出の予定はない」と回答しています。 
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問 12．世帯主年齢 

・65 歳以上が 5.5 割、50歳～64 歳が 2.5割となっており、年齢が高い世帯が多くなっていま

すが、30歳前後も 1割以上あり、多くの年代の回答が得られる結果となっています。 
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問 13．世帯人員 

・２人世帯が最も多く 4割を占め、1人が 3割、その他は 1.5割前となっています。 

・持ち家では２人世帯が約半数近くを占めますが、公営借家等の借家では 1人世帯が最も多く

なっています。３人以上の世帯が多いのは民営借家、給与住宅です。公営借家では１人２人

世帯が約 7.5 割を占めています。 

・子育て世帯は４人以上世帯が最も多く、6割以上となっています。 

・65歳高齢者のいる世帯は 6割近くが２人世帯となっています。 
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問 14．18歳以下の子供のいる世帯 ［子育て世帯］ 

・18歳以下の子どものいる世帯は全体の 17.6％：91世帯です。 

・居住状況は最も多いのが持ち家 42世帯（46.7％）、次に公営住宅 31世帯（34.4%）となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 15．65歳以上の高齢者のいる世帯 

・全体の 5割近くの住宅に 65歳以上の高齢者が居住しています。 

・高齢者のいる世帯の 8 割以上は持ち家に居住しており、公営住宅に 1 割強となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 16．介護認定者のいる世帯 

・全体の 1割以上の住宅に介護認定者が居住しています。 

・介護認定者のいる世帯は持ち家に最も多く約 8割、公営住宅に 1割強となっています。 
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問 17．自由記述－〈豊浦町に長く住み続けるために必要なこと〉 
 

■居住環境「買い物等の利便性」に関すること 

 町内にスーパーマーケットがあればさらに良い。若年層（30 歳以下）の町内移住者のための

SNS 等での PR 

 スーパーマーケット。住宅リフォーム補助事業の充実、町道の環境整備（こまめな草刈り、道

路補修）。電線の地中埋設（景観充実） 

 店が必要かな 

 お店が無く不便 

 食品スパーの誘致＝現理事者は努力不足。電柱の撤去。海浜公園の有効活用。ひとり親

世帯・教育の充実 

 小さくても良いからスーパーがほしい。今後車を手放したときにスーパーが欲しい 

 日常の買い物する場所（スーパー）がない 

 買い物ができるお店（食品等）が欲しい。 

 下町に店があればよいと思います。 

 町内での買い物かができるようにしてほしい。 

 買い物が不便、早くスーパーを建ててほしい。 

 生活物資を購入する店が無い、この状態が長く続くと人口が減少し、豊浦町がなくなるので

はないかと危惧しているまた若い人の就職先がないのが残念である。 

 生鮮食料品を購入する店が無いのは不便（食材は自分の目で確かめて購入したいから）、

高齢者にはやさしい町に思える。 

 食料品を買えるスーパーが欲しい。 

 スーパーの設置、高齢化に向けてデイサービスの充実、企業の誘致（地場産業を生かした） 

 新鮮なものが買えるお店、信頼できる医者、看護師 

 買い物をする場所が無いのがダメかな！ 

 食品や日用品などを買えるスパー（お店）、自然環境を壊さず残していくこと。 

 食料品店（近くの） 

 日常の買い物の場所にあることが一番望まれる、高齢者にとってバスの便が悪い、戻るバ

スもなくてはならない。 

 高齢化により車の運転もできないために近くにスーパーがあれば良いと思います、鉄道下に

は移動販売等があるが、上から下まで行き持って上がるのは年寄りにはきついです。 

 スーパーの設置（町が関与した）又はスーパーの誘致。 

 買い物ができるところ。 

 買い物施設、町財政の安定 

 大岸地区には店舗が 1 軒のみ、時間があるときには町外の店舗へ 

 食料品店が必要 

 お買い物ができる店が欲しい。 

 買い物が不便（人口減少で商店誘致は困難と思うが） 

 高齢化しているので小さいスパーが必要ではないか。 

 町内で自由に買いものができるように。 

 商店がない、産業の場が無い、若者たちは都市へ、町外への交通の不便さ、活気ある街づ

くりにし若者たちや人口を増やし昔の明るい豊浦町に戻してもらいたいです。 
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 買い物できる店が少ない、スーパーをせめて 1 店舗置いてください。 

 スーパー無い町に老人家族は住むことはできない。 

 食料品店がほしい。 

 買い物が非常に不便、以前あった農協のストアーのような店があれば大変良い。 

 大型スーパーなどが一つもないので買い物不便、議会などに問題になっているが町長はス

ーパーなどもとめないと会議などで発言しているので一番困ることです。 

 買い物はには不便を感じます。コンビニとかちょこっととしか買い物できなくて。車のある人は

どこでも行けますけど。町内に゜1 軒くらいはスーパーがあってもいいと思います。 

 日常の買い物するところがあり、若い家族が沢山増えること、そのような環境にする。 

 商店が無くて隣町までかいものにいかなければならないのがとてもふべんです。今住んでい

る家は子育て中の時に建てた部屋数、車庫なともそのままで現在は私一人で住んでいるの

で使ってない部屋や車庫は空き部屋となっています。 

 食料品店が必要、買い物の足の援助（田町に買い物に行く人が多い。地元で買い物ができ

る店がないので） 

 日常の買い物等の充実 

 スーパー 

 スーパー等があってほしい。 

 買い物する環境（車が無くても）→壮瞥みたいにタクシー会社の連携したり。土日でも薬を購

入できる。雇用できる場所の確保。 

 近くに店が欲しいです。 

 船見が丘の景色が好きで 20数年前に家を建てました。現在は車で買い物に行っていますが

この先を考えると不安です。坂道が一部分でも動く歩道やエスカレーターになったらいいなと

思います。それから商業施設が全く無い船見が丘にもコンビニが欲しいです。住んでいる人

も多く、子供の数も多いのに不便なことが多いです。 

 生活に必要なものが買えるお店が必要 

 5 年前農協ストアーがありました、町長が変わってから農協ストアーがなくなり町民の買い物

に困っています。 

 マーケット、食品店 

 スーパーがなくなってしまったこと残念です 

 日常のスーパーが大小にかかわらず必要ですね。 

 豊浦である程度の生活用品、きちっとした薬が買えるようでないと大変生きづらいです。 

 商業施設（スーパー等） 

 買い物、医療等の利便性（公共交通）、介護サービス 

 買い物が不便なので何とかしてほしい 

 買い物が不便なのでスーパーがあると良い、バイオプラントや浜からの貝を何とかしてほし

い。 

 買い物の利便性！！ 

 スーパー 

 スーパー、デパート 

 鮮魚店があったらいいと思います。 

 商店を増やす 
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■居住環境「医療、福祉、介護などのサービス」に関すること 

 通信環境をどの地区も良くする。介護支援を一層充実させる 

 現状の病院、福祉施設、介護施設を維持継続。生活用品を売る店が必要。道路・空地の季

盛なとせきれいなまちづくり 

 介護医療の充実、高齢者の福祉、買物難民の解消等 

 高齢者のための除雪や草刈りの支援。高齢者のための病院等の移送サービスを充実させ

る→介護認定とかにかかわらず。 

 健康 

 最低限以上の衣食住の充実（医療共）。商工業の前進を図り雇用の推進を図る（一次産業） 

 高齢者や子供など様々な年代が住みやすい施設やサービス、環境の整備や開発が必要と

考えます・ 

 充実した医療、豊浦町は子供と高齢者に手厚いので継続を希望 

 収入を得る場、高齢者が安心できること、子育て世代がゆとりのある子育てができること、現

役世代が老後を楽しみに思えること、長く住み続けた人に対する特典 

 高齢者が安心して暮らし続けられる環境づくり。 

 老人が安心に生活、店が少ない（食物関係） 

 医療、福祉、介護などのサービスは必要（歳をとると車の運転できない、重いものは買っても

むずかしい）、せめて地元にスーパーがほしい。町外に出ていくとなると人に頼むのもやっか

いで不便。人と人とのつながりが薄れていく、子供たちの声が聞こえる賑やかさが戻ってき

てほしいと願う。 

 高齢者が安心して暮らせるためのサービスの充実化 

 医療の充実が必要 

 総合病院、スーパー、専門学校、働ける企業など人口が増える事を願います。 

 高齢になっても安心して暮らせる家と環境（買い物、医療などいろいろ） 

 介護保険料を（安く）下さい。食料品が買える店が欲しいですね。 

 スーパー等食品が購入できる店が必要。高齢者が安心して暮らせる、子供が遊べる環境を

整えることが大切。なんでも相談窓口を設ける。家の電球の取り換えや家具の移動など、大

型ごみの搬出など、息子や娘に頼めない人は、どうしていいかわからないと思うので。冬の

買い物も大変だと思う。行政がやるか民間の人を仲介するかして。 

 医療福祉の充実、子育て支援 

 70 歳以上の二人で今は何とかくらしていますが、どちらかが亡くなった時に建築して 50 年以

上の家で生活を維持していけるのか・・・持ち家があると公営住宅にも入れないと聞いていま

すし、子供も身寄りもない二人ですのでとても不安です。高齢者が安心して生活できる環境

を作ってほしいです。 

 

 

■居住環境「交通の利便」に関すること 

 大岸地区にも本町並の買い物バス運行（半分でも）。大岸、礼文華に対する改善するべ

し！同じ住民差別しないように！！ 

 買い物にて豊浦町が不安！礼文華－大岸の道路が悪い！道路＝トンネル作業が出来な

いまま不安！ 
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 道路等が非常に悪い大型車が通るのに狭い、急こう配で、カーブで、雪道が非常に危険。

豊浦-大岸間の通行止めのう回路のためにも重要と思う 

 多少の娯楽施設や車を持っていない人が気軽に伊達や室蘭へ行ける交通手段があると

良いかと思います 

 除排雪の環境整備、流雪溝など整備してほしい、排雪場所が無い。 

 通院と買い物が出来るように、冬の除雪について考えてください。 

 買い物が不便なので町内コミュニティバスではなく、道南バスを割安で利用できるようにし

てほしい。 

 タクシーだけでなく安く移動できる交通網の構築 

 伊達、室蘭への交通（公共）の充実、買い物の利便性の向上 

 子供への補助金が多いことは非常にたすかっています。車がなくては生活できない地域に

住んでいますので、車に乗れなくなる年代になった時の移動手段はどうなるのか心配して

います。タクシーの補助金などあると助かります。 

 移動の利便性 

 今の歳で車を運転できるうちはなんとか買い物、病院の通院も 1 人でやっていけますが、

この先 70 代、80 代に向けて生きたいとしたら 1 人ではできなくなってくるので心配です。 

 コミュニティバス時間を便利にしてほしいです 

 公共交通の利便性の向上 

 買い物のための交通確保 

 コミュニティバスの存続、豊浦の高齢化人口が増えて、近場での買い物できるお店が必ず

必要だと思います。 

 交通が不便、バスは 40 分おきに走ってもらいたい、本町は 2 台で走っているそうです。少

人口町には交通が不便です。中型スーパーでもよいので建ててもらいたい。食品売り場の

スーパーが良い、虻田、伊達まで買いに行っています。 

 除雪、免許返納者への配慮 

 今、新山梨に住んでいますが、車に乗れなくなったら町営バス、お願いします。 

 

 

 

■居住環境「街並み・景観」に関すること 

 草がぼうぼうできたない。 

 街並みの花を植えているのですが植えっぱなしで雑草の手入れができていません、隣町と

見比べてしまいます、日常の買い物不便 

 スーパーマーケットがほしい、ゴミボックスの増設、除雪の充実、景観形成の充実（除草、

植樹） 

 景観を生かしたまちづくり、飲食店のレベルを上げる、教育環境の充実 

 ゴミの落ちていない町 

 いっそ電線の地中化を進めた方が良いと思う。美しい景観、きれいな空気を守る事が大切 
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■居住環境「子育て支援」に関すること 

 子育て支援、子供の遊び場を整える、東雲町に公園を作ってほしい。 

 やはり子育て世代のサポートと高齢者へのサポート 

 子育ての環境の良さ、高齢者の移動手段の充実 

 子育てしやすい環境と仕事場があること。高齢になって楽しみがある環境と案しかして暮ら

せる住環境。 

 もう少し子供が遊べる公園を整備してほしい。特に東雲公園！！広い敷地で川や木と自然

があるのにもったいない。場所も良い。遊具、トイレを整備し町民以外の人も安全で遊具も

あり遊べると知れば来る人も多いと思う。豊浦は公園が少ないと思いました。 

 もっと子どもが遊びやすい、広く遊具が充実している公園があったら嬉しい。 

 

 

■居住環境「安全、安心」に関すること 

 安心安全の確保できる場所 

 働く場所。魅力あるまちづくり、移住、定住する若者が住んでみたいまちづくり。雪が多いま

ちだから難しいかもしれないですが、住みやすい町づくりを検討して下さい 

 不便や不自由のない安全で快適な生活が送れる安心して暮らせる町。子供、高齢者、障

碍者に優しいまちづくり。災害時、命と財産を守ってくれる防災に強い町 

 災害時の避難方法、場所など。 

 自分家は川のそばにあります。大水が出ると心配です。道路から自宅までの取付道路の

除雪を町とかでやってもらえないと、高齢になったら自分でできなくなるのが心配です。 

 ここに自然があると地域に住む方々の（心身共に）豊かなくらし。 

 買い物のできるまちづくりを考えてほしい、冬の除雪は高レスになると重荷です、道路の雪

はなんとかできませんか、災害の時の避難道路が整備されていません、どうしてですか？ 

 安全安心して暮らせる環境づくり、治安が悪い。 

 

 

■産業や職場に関すること 

 生涯続けられる職場につくこと。 

 若い世代の方がたくさん住めるように働く場所、会社の誘致を進めてほしい。豊浦町は自

然が沢山あるので働く所さえあれば沢山人が集まってくれると思います。漁業や農業だけ

でない仕事場があると良いと思います。 

 仕事 

 次世代の働く場所 

 生活に必要な産業の育成 

 充実した仕事があること、少ない給料の仕事には町が補助を出して支援する。全町民の子

供が保育施設に入れるようにする、（町外にアピールする）それに変わる施設を作る。町営

住宅にコンビニをつくり町外へアピールする。陸、川、池等育てる漁業、林業の機械化（人

がけがをしないように） 

 農業、漁業だけではない仕事場をつくる必要があると思います。 

 多様な職 
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 若い人たちが安心できるのは収入すなわち職場があること出せと思います。気候に恵まれ

ている豊浦町です、待ちしたは梅、花は南です。アイデアを出し合って職場を作ってくださ

い。休農地の再利用等地市町村を見習ってください。老人は買い物できるようにバスの時

間帯は大変不便です。便数より時間帯を一考してほしいです。 

 若者にとって魅力ある街にする。おしゃれなカフェ店、芸術活動を盛んにする→文化のある

街にする。経済を活発にする。→ロケーションの良い空き家を利用させる、店瑳、レストラ

ン、イベント会場等 

 収入を得られる仕事が一番大事かと思われる。 

 子育て世代の働く場所 

 １次産業の活性化 

 観光に力を入れない、入れすぎない。 

 

 

■定住や住み替えに関すること 

 今二人暮らしだけど一人暮らしになった場合、北部に家があるため困難となる冬の除雪も

自分の道路から町道に出るまで距離があるため心配面がある。本当は死ぬまで持ち家に

住みたい。無理な場合は公営住宅にでも住みたいと考えている。この先まだわからない状

況です。 

 持ち家の場合は難しいかもしれませんが、子育て期→子供が独立後→高齢期などの生活

の変化に合わせて住む家も変えていくべきではないかと思う。除雪や交通手段等の不便を

できるだけ解消していけるのではないかと思う。 

 もう喜寿なのでこのまま住み続けたいいです。何かあったときに助けてほしい、そんな町で

あってほしいです。 

 豊浦に長く住み続けるつもりはありませんので、何も必要ないと思っています。 

 高齢のためあと何年生きられるかわからないので子供たちも町から離れているので介護

が必要な時には町内の老人ホーム等があれば入所をお願いしたいと考えています。現在

二人とも 85 歳を過ぎていますから。 

 ペットを飼いたいのでアパートか借家を探しているがほぼない。割安なアパート、団地があ

ればすぐにでも移りたいと思っているが、役場で申請というスタイルでなかなか進まない。 

 現在職場の住宅に住んでいるが、豊浦町内に畑があり退職後も継続したいと思っている

が、公営住宅には入れないといわれ退職まで数年であり、畑が出来なくなるのが不安であ

る。燃え少し柔軟な対応をしてほしい。畑は職場じゃないので住居に住む権利はないと 

 一軒家の公営住宅に住みたい。だともっと人が来ると思う。 

 高齢者が 7 割～8 割を占める町のため、高齢者へのサービス、支援は必須だと思うが、年

金、税金、保険料等で支えている若い世代の方たちへの支援があまり感じられない。若者

が移住したい、家を建てて永く豊浦町に住みたいと思えるような暮らしづくりを若者主導で

是非行って欲しい。現に豊浦町の魅力があまり感じられず、洞爺湖町や伊達市の方がおし

ゃれで住みやすく人が人を呼ぶ魅力ある町だと感じます。町の気質が古い考えで固く感じ

ることが多々あります。 

 今の家は丁度いいと思う。 

 

 



26 

■住宅施策に関すること 

 本町地区に住宅を増やす、大岸地区はバスの本数を増やす、大和地区は、庭付きで新しく

快適な住宅であれば住む人もいるかも（高すぎない家賃で）、移住促進住宅ぐらいの。 

 最低限でいいので病院、店、職場があれば良いと思う。住宅は空き家をもっと活用（使って

いない公住を売却するとか）して欲しい。 

 民間アパートを建設する際、駐車スペース等を確保したり、入居者（新築の戸建てを含め）

がそれまでの自治会のルールなどを守り良いことは継続できるようにしてほしい。 

 スーパーマ－ケットを新しく建ててくれると利便性がより増して長く住む人が増えるかもしれ

ない、と思う。あと単身者や核家族向けのアパートをもっと増やしてくれると、もっと住みや

すくなると思う。これらが増えてくれるとボロボロの公住に住まなくてよくなる気がするの

で・・・お願いします。 

 子育て世代のニーズ、公園など。高齢者世代のニーズ、移動手段、車が無いと勧めない、

そこの対策。移住者への対応、公住以外の民間賃貸住宅の整備は必要不可欠。第一次

産業従事者の住宅、漁師さん。公住の整理、町有地の売却、ペットと住宅、農地付きなど。 

 民間アパートの充実、除雪、草刈り等周辺環境り適切な管理。町内どの場所でもインター

ネット等通信環境が整備されていること。 

 民間アパート、公営住宅ともに数が少なすぎる。周囲に買い物できるところが少ない 

 住宅用地の供給 

 町の分譲地を上下街道を完備して、値段を格安にして、固定資産等の税収入が入るのだ

から少しでも豊浦に住んでもらう努力をした方が良い。また、少人数でもいいから今の時代

にあった企業誘致を進めてほしいと思います（ＩＴ企業とか）。 

 近代化。空き家バンク、町営だけでは働き世代は来ない。賃貸が無さすぎる。家の築年数

が古すぎてメンテナンスできない。皆菅アパート、マンションが必要。雇用環境、買い物が

できるスーパーも無いに等しい。豚糞バイオマス発電（供給されていない）で大赤字だから

道路、草刈りなどの整備もあまりできないと思います。 

 ちょっとリッチな高齢者向けマンション、自由度があって大きめの部屋。 

 農地や空き地、空き家を様々な人に活用してもらえる工夫 

 子供のいない夫婦の住める公営住宅が少ない、共働きだと入れる住宅が少ない。 

 2 階建て以上の公住にはエレベーターを設置する。公住には棟ごとに談話室（できれば各

階に）を設ける。公住の隣接空地等を利用して公住生活者の共同農園をつくる。 

 これから空き家が加速的に増えると考えられる、町外からの移住者促進を進めるならその

ような家を中古住宅に効率的に住ませるようリフォーム代の奨励金を大幅に増額する大き

な改革が必要 

 利用していない公営住宅等を民間に払い下げ、リユース・リサイクルして、供して 10年間そ

こに住んだら無償で利用者に譲渡するような施策 

 後から建った家で周りの景観が非常に悪くなったので何らかの規制が必要と思います。 

 独り者ため公営住宅入所の保証人と何かあったら緊急連絡先と見守ってくれる体制 

 空き家、空き地の有効活用、仕事が無い、利便性、潤いが少ない。 

 スーパー等（小さくても良い）、高齢者向けの公住 

 多様な町民ニーズに応え、またそのニーズの変化に柔軟に対応する住宅施策を含めた住

環境 
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 今後高齢者の空き家が多くなるので利活用できるよう町の対策が必要 

 高齢者、障碍者への求められるニーズの対応、空き家は家具を片付けていつでも賃貸で

きるように周知すること。 

 居心地りいい住宅づくり、太陽の向きを考慮して建てられた住宅は大切だと思います、一

回の冬の床からの底冷えもかなりあるので配慮が必要かと思います。 

 高齢者向け住宅の整備、住環境づくり（介護含む）住宅付き 

 町外からの移住者でした。当初住むために一軒家を探しましたが見つからず、公営住宅を

借りましたが、もっと民間の住宅（集合、又は一軒家等の貸家）があればと思います。あと

土地も。 

 中古住宅を探しています。新築も考えましたが子供たちが大きくなって持ち家を子供たちの

重荷になるのも不安です。豊浦町では、ほかの町から来る人達には一軒家の借家が借り

られて、昔から豊浦にする人には貸してもらえない。中古住宅をリフォームして売りに出し

てほしい。 

 古い住宅の建て替え 

 公営住宅に住んでいるが家賃が高いため住み替えを考えている。空き家が多いようだが、

そのままではもったいないのではないか。 

 新築用土地が無いので確保してほしい。公営住宅を新しくしてほしい。（リフォーム、来た時

からカビだらけ） 

 公営住宅の整備、改修（広さや間取りまで変える規模）をお願いします。 

・ 坂の多い町で高齢者は住みづらい。周辺の環境が悪い（野良猫の糞、ペットを飼っている

人のマナーの悪さ） 

 住環境、様々なレンタル、シェア 

 

□その他 

 充実した図書館 

 中央公民館、図書館を新しく大きくして頂き、世代を問わず、グループでも一人でも時間を過

ごせる場所があるとうれしいです。宅地の崖くずれ防止策が必要と思います。 

 働く場所、住宅、商店街重視。図書館を広い場所、明るくその場で読書ができるように。東雲

公園で桜見ができるようにもっと多くの花の植え込みがほしいです。ほかの市町の良いところ

に目を向けて実行してください。夏はやはり花の植え込みがほしいです、やる人がいないと開

きすぎますが、後を引き継ぎできる人間づくりが必要と思います。 

 人とのつながりが大事だと思う、今はいいけど、年を取った時の買い物はどうすればよい

か？ 

 坂道が多いので配達してくれる食料品メインのお店、雪の降り方によって 1 日に 2 回でも道

路の除排雪、海岸近くに高さのある建物はいらない。 

 光ネット 

 電気、上下水道の低価格の維持、食料品販売網の充実、道路雨水桝の臭気の改善、冬期

除雪の対応 

 僻地の除雪の問題を解決できれば良いのでは 

 ネット環境の整備（在宅の仕事が可能になる） 

 スマホの電波が悪すぎるのでなんとかしてほしいです。光を通して欲しい。ソフトバンク Air が

使えるようにして欲しいです。 
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 自然を感じながら、利便性もあり、住人の気持ちが豊かになるような環境づくり 

 子育て、教育、買い物、医療、グルメ、治安、町のサポートが良ければ人は集まってくるので

は？東川町、音更町など移住人口増加している町を参考にしてみればいかがでしょうか。 

 税の安さとスーパーが近い事！ 

 町、地域としての柔軟性、思考力。他者への尊重、畏敬の念、自由 

 ほかにやるべきことがあるのではないか。人口減少を止める政策の方が急ぎではない 

 スーパー町長が変わらないとダメ→税金の無駄遣い。もっと町民のために豊かな町づくりを

望みます。 

 人口 5 千人になる 栄えること、今のままじゃ衰退しか考えられない。 

 豊浦に魅力を感じなくなった。 

 人づくり、視野を広く持つこと・ 

 豊浦町は良いところです。 

 公共施設の有効活用が図られているか？さらにその後の町民への周知がなされているか？ 

 最近豊浦町全体が異様な匂いに頭が痛いです。緑が豊かで自然が美しい町にいったいなに

が起こっているのでしょうか。空気が臭い、悪臭 

 世帯人口が減少している中（限界集落に近い中）で住民の意見を聞く行政の配慮や、将来の

財政見通しが理解されるような施策や、ソフト面の将来構想が町や議会から町民に示されて

おらず、町民もまたその認識が薄い。書きたいことはたくさんあるが、このような調査ばかりで

はダメ！将来に本当に役に立つような調査が大事！！ 

 自然とともに心豊かな生活環境、大地と海を大切にした脱炭素社会に向けた誇れる町、だれ

もが支えあうことが出来る町 

 海のことをもっとアピールしては！？ 

 町の財政維持、改革など 

 将来を見据えた明確な方向性、考え方 

 水道代、オール電化に対する支援 

 笑顔で挨拶、元気、幸福です。 

 行政が一から十まで行うのではなく、事業として民間が継続できるような支援を行う仕組みづ

くりが必要だと思います。そのためには、町内外の事業者と積極的に交流し、アイデアを出し

合い、住民のニーズに応える方法を模索するべきかと思います。 

 古い体制に縛られることなく、真の大切なことはなにか、未来を見据えた政策を 

 下町の道路拡張して何か意味があるのですか、お金の無駄遣いと思います。とにかく不便の

町です 

 人づくり、正直者がバカを見ないまちづくり 

 自立可能なまちづくり、ＷＩＦＩ（現在ＮＴＴのみなので他社の光通信がつながるようにかる）、本

町や都会からテレワークできる環境に資移住する場合は町の人等を無料又は安く提供する、

要するに人口を増やし町を活性化する。 

 夏の間道道の草刈りを年 2 回はしてほしい、草が道に覆いかぶさって危険です。 

 若者を呼び込める豊浦であってほしい。 

 豊浦町の持つ自然環境にマッチした街づくり、漁業、農業の 6 次化進行による地産地消のま

ちづくり、教育環境の特徴（シュタイナースクール）を生かした街づくり、移住、定住化を図る。 

 税金の安さと道路゜など冬期間の除雪など住環境の利便性及び産業振興などの活性化、若

者の登用によるＩＴ化の推進、老人の既得権への抱え込み。 



29 

 観光やキャンペーンでにぎわい、町が活性化すると移住する人も増えるかも？ 

 住み続けるには人の手が必要です。 

 健康保険と介護保険が他市町村より高すぎるので住みづらい一面がある！買い物難民的な

面の打開策。 

 うちには子供が 4 人いるが、何年も前から国道を渡るのに信号もしくは横断歩道を作ってくだ

さいとお願いしているが、学校に言えば役所に言ってくれと言われ役所に言えば警察に言え

と言われる。警察言うと学校に言えといわれる。この繰り返しが何年も続いている。この場所

で死亡事故も多発しているというのにこの対応はなんだ。うちの子供を殺す気か。豊浦町の

人は子供を殺す気ですか？ 

 産業の発展、町内隣人とのコミュニケーション、出来るだけあって交流したい。 

 町内で買い物ができる事、屋台村みたいな個人でも、もしくはシニアのアルバイトで出品し売

買があると一次産業の品物を売ることができる。坂道が多いので 1 人乗り電動 4 輪車などの

リースと専用道路の整備 

 日常の買い物の利便性が大事、コミバスではなく歩いて行ける店があればいい！新しい町長

が出たら変わるのか。納税額が増えすぎている。子供や高齢者にはいろいろあるのに、頑張

って働いたのに残念です。 

 豊浦町民として誇るような街づくりをしてほしいです。 

 文化、産業、自然、人 

 町が平和であること、町民が守られていること。街頭活動の取り締まり。ビラや看板を取り除く。

野焼きなどの迷惑行為。町のイメージアップが大切だと思います。 

 役所の方が優先的に良い住宅を選べると聞きました。ほとんど縁故雇用と聞きました。そうい

った体質をなくすことだと思います。また、バスオマス発電についての責任をしっかりとること

も必要です。 

 特にありません。満足しています。 

 愛 

 議会が・・・・・ 

 車 

 自家用車、近場の友達、職場 

 環境問題 

 町の安定した運営 

 入ってくる人の支援は多いと思うが、長く住み続けている人へも何かしらの支援があっても良

いと思う。今まで多額の税金を支払っているが新しく入ってくる人に優遇されているのでは？

と思うこの頃である。 

 永く住み続けるより、多くの人が訪れてもらえる施策を考えた方が良いのでは？お金も落とし

てもらえるし、逆に人も住み着くのでは？ 

 コンパクト・シテイ化 

 町長、町職員がちゃんと町民の生活を知るべきです。見回りしたり、たくさんの町民のことを

聞くことでは？ 

 とにかく町民のためのサービスは後回しにして何十億円もかけてバイオマス発電→赤字積算

など、次々箱ものを建てているような町の政治姿勢変革されることが必要だ！介護保険も隣

町より格段に高く、町民は苦しいばかり！住宅問題以前に、生きていくことがやっとだ！不誠

実な町役場のために町民は苦しんでいる。 
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